
 

 

時 期 年間通して 時 間 2～3時間程度 

難易度 ★☆☆ 対 象 どなたでも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立若狭湾青少年自然の家 

＜活動の概要＞ 

「若狭塗箸」の歴史は古く、小浜市で始まり、現在は国内生産の約80％を占めています。

“貝殻や卵殻を漆で塗り重ねたもの”が有名ですが、それを作れる職人の数も減少していま

す。自然の家の、伝統技法「堆朱（ついしゅ）」と呼ばれる塗りの技法で作られた箸は、耐水

ペーパーで研ぐと、地層や年輪のような模様が浮かび上がってきます。世界でたった一つの

自分だけの塗箸を作ってみましょう。お家の人などへのお土産にもなります。 

若狭塗り箸～堆朱の研ぎ出し～ 



 

 

 

 

 

 

 

※自然の家で準備している活動用具の数は「令和 8年利用ガイド P26-27」にも記載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

自然の家で準備しているもの 団体で準備するもの(1人あたりに必要な数量) 

用具名 場所 個数 用具・材料名 個数 

塗り箸用耐水ペーパー 

クラフト用洗面器 

見本 

説明シート 

 

ブルーシート 

※以下の大きさのもの

があります。 

（特大） 9.2×7.2(m) 

（大）  7.2×7.2(m) 

（中）  5.2×3.4(m) 

（小）  2.5×1.7(m) 

（極小） 1.7×1.7(m) 

大階段手洗い場下 

活動用具棚④ 

事務室 

事務室 

 

プレイホール 

活動用具棚⑤ 

 

250個 

100個 

 

 

 

多数 

多数 

 

若狭塗り箸★（長さ：22.5cm、18cm） 

ぞうきん等の布 

細かい目の耐水ペーパー◆ 

ワークシート■ 

 

★：食堂事務室で購入です。 

事前に必要数を注文してください。 

 

◆：600 番程度の耐水ペーパーをご準

備いただくと、仕上がりがキレイになりま

す。 

 

■：HP にございますので、各団体で印

刷しご活用ください。 

1膳 

1枚 

活動のねらい 

 

準備物 

１ 

 

・ 根気よく、丁寧に作業を進める。 

・ 仲間の作品を互いに鑑賞し理解を深める。 

・ 作品を完成させる喜びを味わう。 

・ 準備から後片付けまで協力してやりとげる。 

 

塗り箸用 

耐水ペーパー 

若狭塗り箸 

 

クラフト用洗面器 

ブルーシート 

 

ぞうきん・ボロ布 



 

 

 

 

① どんな模様を研ぎ出すかイメージします。 

※必要な方は、別紙ワークシートをお使いください。 

 

② ブルーシートを敷きます。 

その他、洗面器やぞうきん等を準備して下さい。 

   ※大階段等の屋外の場合、ブルーシートは不要です。 

 

③ 洗面器に水を入れ、ぞうきんを自分の前に置きます。 

※洗面器は 3人程で 1つを使ってください。 

 

④ 塗り箸用耐水ペーパーのついた木片を水に濡らし 

箸を削って、模様を出していきます。 

   ※ある程度、勢いよく削ると模様がキレイに浮かび 

   かがってきます。 

           

⑤ 表面から７色を塗り重ねています。 

最後に青色が見えたら、削るのを止めてください。 

※研ぎ出して出てくる色は、下の絵を参考にして下さい。 

           

⑥ ４面すべてを削って、模様を研ぎ出すことができたら 

完成です。できた作品をお互いに見せ合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順 

 

研ぎ出して出てくる色の順番 

 

若狭湾の広大な海を表現した色 

40周年・施設の屋根を表現した色 

若狭湾のカッター活動を表現した色 

若狭湾の森・海底の海藻を表現した色 

若狭湾に沈む夕日を表現した色 

若狭湾のカッター活動を表現した色 

若狭湾の広大な海を表現した色 

↑ ワークシート 

↑ 実際の研ぎ出しの様子 

↑ 実際の研ぎ出しの様子② 

※団体で細目の耐水ペーパーを

準備される際は、鉛筆などの細い

ものに巻いて研ぐことをオススメし

ます。 

↑ 研ぎ出した模様（例） 



 

 

 

・ 施設内のどの場所でもできます。 

・ 水場が近くにあると便利です。 

例：大階段 

・ 外で海を眺めながら活動できます。 

例：つどいの広場、野外炊飯場など 

 

 

 

 

 

 

⚫ 重ね塗りをしている特性を意識しながら、様々な色合いで完成させることができたか。 

⚫ ペーパーの使い方やお箸の模様の細かな確認をしながら、工夫して作業をすることができ

たか。 

⚫ 他の人の作品を見て、工夫しているところに気づくことができたか。 

 

 

⚫ 研ぎ出し方によって、活動時間が変わってきます。「何時でおわり」などの指導を行い、時

間を区切ることが大切です。 

⚫ 学校等へ持ち帰って活動することもできます。 

⚫ 説明シートを活用することで、若狭地域の伝統や文化について伝える機会にもなります。 

⚫ 荒天プログラムとして活用できます。（晴れたときは、購入予定のものを無料でキャンセル

することができます。） 

⚫ 漆は使用していないので、かぶれる心配はありません。 

活動場所 

 

指導上の留意点 

 

ふりかえりの視点 

 

＜水場について＞ 

研修室使用時はトイレを、 

大階段使用時は手洗い場を 

使ってください。 

2016年 3月作成 

最終更新 2026年 3月 


